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再稼働でなく廃炉を 

4 日、党茨城県委員会及び上野たかし等県

議団は、原子力規制員会の東海第 2 原発再稼

働審査の了承に抗議し、「東海第 2 原発は再

稼働せずに廃炉を求める」とする声明を発

表。「水戸市議会や県内２８（取手市含む）

市町村で再稼働に反対する意見書等が上げ

られている。原子力委員会は、県民や議会の

声に真摯に向かうべき」と求めました。   

ん
で
い
ま
す
。
老
朽
化
が
著
し
く
、

東
日
本
大
震
災
で
は
地
震
と
津
波

で
被
災
し
ま
し
た
。
怒
り
と
驚
き
の

声
と
と
も
に
、
「
廃
炉
署
名
を
更
に

進
め
よ
う
」
と
各
地
で
運
動
の
取
り

組
み
が
広
が
っ
て
居
ま
す
。 

再
稼
働
に
は
同
意
必
要 

６
市
村
と
原
電
が
協
定 

水
戸
市
な
ど
30
キ
ロ
圏
の
６
市

村
と
原
電
は
、
今
年
３
月
、
再
稼
働

に
は
同
意
が
必
要
と
す
る
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
１
自

治
体
で
も
反
対
が
あ
れ
ば
原
発
は

動
か
せ
ま
せ
ん
。 

水
戸
市
長
は
、
「
新
規
制
基
準
に

基
づ
く
審
査
は
再
稼
働
に
直
結
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
原
電
と

の
約
束
は
、
現
時
点
で
も
生
き
て
い

る
。
原
電
が
再
稼
働
し
た
い
と
言
っ

て
来
た
ら
、
６
市
村
と
協
議
す
る
こ

と
に
な
る
と
マ
ス
コ
ミ
の
問
い
に

コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

運
転
40
年
と
な
る
東
海
第
２
原

発
。
７
月
４
日
原
子
力
規
制
委
員
会

は
、
新
規
制
基
準
に
「
適
合
」
と
す

る
審
査
書
案
を
了
承
し
ま
し
た
。 

半
径
30
キ
ロ
圏
内
に
は
県
庁
所

在
地
の
水
戸
市
な
ど
96
万
人
が
住

豪
雨
災
害
募
金
を
訴
え
る
共
産
党
市

議
団
等
＝
７
月
13

日
取
手
駅
西
口
前 

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
西
日

本
豪
雨
災
害
。
７
月
15
日
ま
で
に
13
府
県

で
死
者
２
０
０
名
以
上
、
行
方
不
明
者
も

30
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
酷
暑
の
中
、
被

災
地
で
は
懸
命
の
救
援
・
捜
索
作
業
が
続

い
て
い
ま
す
。
被
害
は
さ
ら
に
広
が
る
恐

れ
も
あ
り
、
全
て
の
被
害
者
へ
の
支
援
強

化
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
政
府
は
現

場
任
せ
に
せ
ず
、
き
ち
ん
と
対
応
す
べ
き

で
す
。 

「
被
災
地
の
人
の
こ
と
を
思
う
と
」 

と
カ
ン
パ 

 

13
日
、
日
本
共
党
取
手
市
委
員
会
は
、

４
名
の
党
市
議
を
先
頭
に
、
取
手
駅
前
で
、

西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の
支
援
募
金
の
行
動

を
10
数
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。「
被
災

地
は
大
変
で
し
ょ
う
ね
」
な
ど
寄
せ
ら
れ

た
当
日
の
募
金
額
４
１
９
２
７
円
。
他
日

の
も
の
も
含
め
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
13

万
５
１
２
７
円(

７
月
18
日
現
在)

と
な
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
と
り
く
み
ま
す
。 

取手市民も次つぎ募金 

 西日本豪雨被害支援、党市議団らが呼びかけ 

東海村広域避難訓練取手で実施 
「廃炉にすればいいのに」参加者の声 

原
子
炉
の
老
朽
化
、
機
器
・
配
管

の
劣
化
、
実
効
性
困
難
な
避
難
計
画
、

津
波
対
策
な
ど
諸
費
用
が
膨
ら
む
な

ど
問
題
は
山
積
で
す
。「
廃
炉
こ
そ
妥

当
」
と
、
県
内
外
か
ら
怒
り
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。 

※東海第２の審査は他に、
20 年の運転延長と、設備の
詳細を定めた工事計画の策
定の 2 つが残っています。
運転期限の 11月 27日まで
に審査を通過する必要があ
り、間に合わなければ廃炉
となります。その上で県及
び６市村の 1 自治体でも反
対があれば、原発は動かせ
ません。 

 

上野たかし県議 

７月 16 日東海村からの

広域避難訓練が避難先自治

体の取手市で行われました。

当日は村民約１７０名、役場

職員、受け入れ先の取手市か

ら住民、職員、自衛隊、茨城

県警、周辺自治体、茨城県、

国など村民含め計約４００

人が参加しました。避難場所

は藤代南中体育館。村民はバ

ス５台と車いす運搬車など

で高速道路を利用して１時

間４０分かけての避難でし

た。車中では「何故避難しな

くてはならないか」のビデオ

を見せられ「廃炉にすれば避

難しなくていいのに」との声

が多く出されました。避難先

の体育館はうだる暑さの中

扇風機だけ。参加者から「う

んざり」の声も聞かれまし

た。当日は休日で道路も空い

ているし学校も休み、時間的

には想定どうりでしたが、本

番では９０１人、取手市全体

では２３５３３人を受け入

れる。その際、取手市民の避

難はどうなるのか!? 

今回の訓練を通じて改め

て実効性のある計画か、疑問

が出されます。再稼働断念こ

そ「現実的」です。 
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１８歳までへ医療費助成前進 

１０月から入院・外来とも窓

口負担を除き無料へ、補正予算

が計上され前進しました。しか

し、窓口負担をなくし完全無料

化実施の求めに対して市は「実

施する考えはない」と答弁。そ

の他、戸頭中学校の大規模改修

や市民会館改修等の予算計上が

され、井野なないろ保育所建設

の工事契約締結の議案が提案さ

れました。 

保育所は統合より身近なと

ころに 

なないろ保育所新設は公立保

育所縮小を目的とした「保育所

整備計画」に基づき、舟山・吉

田保育所を廃止し、旧取手一中

跡地に統合するものです。「地域

に身近な保育所を」と求める声

に背を向け、統合する「井野な

ないろ保育所」は、２２０名の

マンモス保育所。現場から保育

内容について心配の声が聞かれ

ています。日本共産党はこれま

で通り地域の中に、子どもの発

達を保障できる規模の保育所の

設置を求め反対しました。 

基盤整備こそ優先すべき 

雨水排水、道路整備等生活基

盤整備の市民要求は切実です。

しかし通学・生活道路整備等の

予算は少なく、整備が進まない

のが実態です。一方取手市は、

先行き不透明な西口開発等に熱

中し、際限なく税金投入を繰り

返しています。 

日本共産党は、市民の福祉・

暮らしを守る取手市をめざし引

き続き頑張ります。 

7 月１１日、東京で記念講

演会を開き、志位委員長は冒

頭西日本豪雨災害での犠牲者

への哀悼と被災者へのお見舞

いを述べ、災害対応を最優先

課題として取り組むと決意を

表明。その上で「いま日本共

産党綱領がおもしろい――激

動の情勢のもとでの生命力」

と題して講演を行いました。

日本内外の大激動の情勢のも

とで日本共産党の綱領が大き

な生命力を発揮しています。

２１世紀の世界をどうとら

え、どんな外交が必要か。資

本主義を乗り越えた未来社会

とは―変革の展望と理想を掲

げた日本共産党の綱領は、情

勢の進展と響き合って、生命

力を発揮しています。 

希望の未来をともに開きま

しょう。そのために一人でも

多くの方に党に加わっていた

だくとともに、「赤旗」をご購

読いただくことを、呼びかけ

ました。 

なないろ保育所建設工事で市が説明会 

 

それぞれ自分の生きたい

ように生きる社会をどう

やって作るのか議論し発

信していく中で大きく共

闘を創っていくことが必

要です。そのためにはやっ

ぱり皆さんが必要です。 

私たちのつかんだ確信は、

市民と立憲野党の共闘を

発展させることこそ戦後

政治史上まれにみる戦争

と反動、腐敗の安倍政権を

退陣させる道につながる

ということです。 

“場外舟券売り場”はいらない 

仮称「ボートピア取手」地元説明 

●場 所  取手市小浮気字本田 122-2 他 
●施設概要： 
  ①敷地面積約  18,000 ㎡（約 5,450 坪) 

②延べ床面積約 2,800 ㎡（約 850 坪） 
（１階 425 席、２階 200 席） 

③駐車場   約 600 台 
●開催内容： 

開催日数      約 360 日/年 
開催時間      10：00～20：30 頃 
来場者数約     1,000 人/日 
売り上げ見込み額  年間約 72 億円（2,000 万円/日） 
市への助成金    約 7,000 万円/年間 
区への協力金    世帯数×１万円/年間 

●オープン       H31 年 ７月（予定） 

立
憲
主
義
の
回
復
を

市
民
連
合
呼
掛
け
人 

中
野
晃
一
さ
ん 

９
条
壊
す
な
総
が
か

り
行
動
共
同
代
表 

高
田 

健 

さ
ん 

日本共産党創立９６周年 

日本共産党が今年実施した

市民アンケートに寄せられた、

場外舟券売り場設置計画が地

元説明会で明らかになりまし

た。 

説明会は、７月８日相馬公民

館で該当する自治会を対象に

行われ２０名余が参加。今国会

で国民の多くが反対のカジノ

法案が審議され、人の犠牲の上

に儲けをあげるギャンブルの

在り方が問われています。取手

には市民から「廃止」を求める

取手競輪場が既にあり、その

上、場外舟券売り場の設置など

問題外です。設置予定場所付近

はすでにパチンコ店が複数あ

ります。参加者からは「ギャン

ブルタウンにする気か」、「暴力

団員の入場禁止をうたってい

るがどう見極められるのか」

「判断はつくのか」など疑問が

出されました。今後、設置者は

当該自治会の意見を取りまと

め、市議会、市長の同意を経て

国交省への設置許可申請を行

うとしています。 

日本共産党は地域の環境を

守るためギャンブル施設の建

設ストップへ市民のみなさん

と力を合わせます。 

旧一中解体工事の騒音・

振動で身体・精神的異常

訴え 近隣住民 

7 月１日に井野なないろ保

育所建設の説明会が行われ、

約５０名ほどの住民が参加し

ました。説明会では、旧一中

解体時に近隣住民らは、振

動・騒音などで、身体・精神

に異常をきたすほどの被害を

受けたこと。何度も市に改善

を求めても、一向に改善が図

られなかったこと。工事期間

中は何度も、避難生活を余儀

なくされたことなど、切実に

訴えられました。参加者から

は、解体工事中の市の対応に

ついての抗議とともに、新築

工事及び、定員２２０名の保

育所竣工後の運営上の問題な

どにも不安の声が上がりまし

た。 

共産党議員団 新築工事は

低振動・低騒音工法など要求 

説明会に参加し住民の切実

な声を受けた加増・小池両市

議は、関戸市議とともに後日

福祉部長と子育て支援課の担

当者にヒアリングを行い、こ

の間の市の対応を批判、新築

工事に当たっては、近隣環境

に最大限の配慮した建設工法

により行うこと。今後の誠実

な対応により、新築竣工への

理解と地域に歓迎される施設

づくりにつとめることを求め

ました。 


